
放
へ
案
内
，
ト
て
遜
b
L
拡市
M

羽叫山十いるに山寸ル，戸容日体小
J

税
車
ね
に
丸
〈
げ
州
甘

U

絡
一
十
縞
苫
や
島
り
ん
の
炭
訓
N

る
O

前
企
’
世

ω放泊山ル叫戸一佑
4

ゲ」背札品‘＼」し
h

い
る
後
年

ω此
の

の
羽
叩
織
紫
の
…
他
り
一
闘
巾
，
い
て
十
五
ム
ハ
歳
の
女
子
左
占
刷
に
従
へ
一
凱
．
羽
は
山
帥

’
境
地
に
こ
そ
、
杉
の
木
地
に
時
総
背
民
鉛
牙
陶
器
の
色
彩

放
の
出
口
に
て
取
る
如
〈
千
品
川
行
作

d

い

あ

り

げ

る

さ

な

り

妹

に

放

人

も

’

i
－

を
加
へ
た
「
匁
翁
細
工
L

は
ん
叫
一
れ
杓
仙
の
で
め
ら
う
o

相
憾
の
省
主
問
て
際
封
絞
り
比
八
後
舵
の
nm
も

夫

々

出

来

げ

る

さ

い

山

知

ノ

ご

口
川
放
刺

E
も
掬
名
将
一
一
民
主
り
り
あ
ご
な
り
奥
富
士
物
訴

ハ
荷
作
削
円
減
巡
詑
仰
類
〉

之
は
作
軽
で
の
話
ら
し
い
か
ら
、
ま
だ
六
十
代
の
時
ご
見

b
る
が
（
玄
圭
院

ω隠
居
後
随
っ
て
江
戸
に
蹄
っ
た
事
か

ら
推
し
て
）
、
主
（

ω「
千
高
行
作
」
な
様
子
、
殊
に
十
五
六

歳
の
女
千
を
左
右
に
侍
ら
せ
た
筑
の
若
さ
に
、
な
ほ
二
十

年
後
迄
も
彼
れ
濁
有
の
絢
畑
花
る
色
彩
の
義
術
を
生
ん
ど

力
が
潜
む
か
ご
思
は
れ
る
o
叉
一
面
か
ら
は
晩
年
の
彼
が

専
ら
、
津
軽
家
御
用
の
製
作
に
の
み
波
頭
し
て
、
容
易
に
市

支

那

歴

遊

記

略

房
山
か
ら
北
京
仁
飾
っ
た
の
が
入
月
廿
凶
日
、

光
琳
破
笠
二
家
の
博
設
を
通
観
す
れ
ば
、
酪
ぼ
二
家
の

閲
歴
ご
塞
術
ご
、
更
に
宜
（
共
通
の
時
代
を
も
窺
ひ
得
る
戚

が
あ
る
o
博
設
は
鍵
で
め
る
o
之
の
み
に
よ
り
て
書
一
人
生

活
の
奥
所
に
入
る
事
は
出
来
な
い
が
、
一
わ
た
り
其
門
戸

を
窺
ふ
自
由
は
奥
へ
ら
る
J

博
一
説
は
叉
萱
人
博
中

ω花
で

あ
る
o
時
に
何
物
よ
り
も
鮮
か
に
華
人

ω全
面
口
を
語
る

が
、
時
に
人
に
弄
ば
札
又
人
を
欺
く
も
の
は
葉
の
色
で
ゐ

e
Q
O
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遊

詑

時

雨

ω晴
る
〉
を
侠
っ
て
同
廿
七
日
大
同
に
向
つ
に
o
愈
南
口
に
下

（
二
・
八
一
一
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第

三

一

会

雑

纂

支

那

歴

泌

訊

略

車
、
明
陵
ご
目
的
店
閥
ご
ぞ
見
、
二
十
八
日
大
同
に
仏
お
し
た
。

彼
石
怖
を
以
一
工
有
名
な
る
芸
闘
は
大
同
騒
を
去
る
こ
ご
西

三
十
里
、
武
周
山
に
め
る
の
で
め
る
o
抑
も
大
同
の
石
仰

な
る
も
の
は
‘
北
袖
地
支
成
併
の
大
去
年
中
、
曇
曜
な
る
も

の
、
窟
布
五
所
dT
聞
い
た
の
を
以
て
始
め
ご
す
る
o
蛍
時

開
く
所
の
認
の
大
な
る
も
の
は
二
十
鈴
丈
、
二
千
人
を
存

れ
、
傑
の
高
き
も
の
は
七
十
尺
、
或
は
六
十
パ
ご
い
ひ
‘

彫
飾
奇
偉
一
昨
仁
川
刈
た

b
ご
も
い
は
れ
、
又
同
県
容
五
社
世

法

ω希
な
る
所
、
山
堂
水
殿
煙
寺
相
望
み
、
林
、
淵
鍋
鈍
綴
目

眺
を
新
に
す
、
、
、
」
も
一
件
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
以
て
見
て
も
、

如
何
に
茶
渋
腿
雄
大
で
め
っ
に
か
を
推
測
し
得
ら
る
〉
U

怖
諾
は
後
世
次
第
に
増
加
せ
ら
れ
に
も
の
さ
忠
ふ
が
、
泣

憾
な
が
ら
今
日
で
は
銘
を
刻
し
た
所
は
一
も
な
い
か
ら
、

元
来
曇
艇
の
作
っ
た
ご
い
は
る
、
も

ωず
ら
、
何
れ
で
ゐ

る
か
確
か
に
は
判
ら
品
。
後
世
で
は
石
山
加
す
・
4

す
ご
も
稀
せ

ら
れ
、
十
ヶ
年
も
出
来
て
居
た
ら
し
い
が
、
ぞ
れ
も
今
は

僅
か
に
一
布
怖
古
寺
子
」
榊
す
る
も

ω
一
寺
の
存
す
る
の
み
で

第

二

政

一

（

U
八

（
一
八

N
V

め
る
o
向
－
は
其
誕
の
或
も
の
は
能
く
保
存
せ
ら
れ
、
賞
に

恥
殿
美
妙
を
極
め
て
居
る
が
、
其
或
も
の
は
殆
ん
ど
」
全
部

破
壊
せ
ら
れ
、
或
は
回
婦
の
住
家
ご
な
り
‘
或
は
野
人

ω

物
政
ご
な
り
、
或
は
牧
一
重
の
抹
庭
ご
な
り
、
買
に
無
残
な

mm
態
を
主
し
て
居
る
。
一
体
此
山
は
後
じ
設
く
龍
門
山
ご

異
な

b
、
水
成
岩
よ
り
成
り
、
石
質
極
め
て
脆
弱
で
あ
る

か
ら
風
雨
に
一
附
さ
れ
て
は
自
然
に
壊
れ
易
い
の
で
ゐ
る

ο

で
認
の
外
部
に
彫
造
せ
ら
れ
に
悌
傑
で
は
、
今
殆
ん
ザ
」
北
（

全
い
ち
の
、
を
見
得
な
い
、
唯
奮
の
内
或
は
石
窟
内
部
に
存

す
る
も
の
に
於
て
の
み
、
僅
か
に
吉
の

M
保
を
認

U
る
の

で
あ
る
o
が
内
部
に
め
っ
て
も
或
は
人
の
俗
く
る
所
、
こ
午

り
、
或
は
比
一
一
中
に
起
臥
す
る
無
知
町
人
の
昂
め
に
段
ら
る

旨
に
宝
つ
て
は
‘
宮
に
泣
憾

ω
極
ご
い
は
な
り
れ
ば
な
ら

3
0
 

A
U
V
 

大
川
川

ω石
備
は
何
れ
も
北
統

ω削
到
〆
作
に
係
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
余
輩

ω親
し
く
某
質
献
を
観
察
す
る
所
じ
よ
れ

ば
、
指
に
よ
っ
て
此
に
三
杭

ω
明
か
に
異
な
れ
る
形
式
を
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第

三

巻

雑

纂

支

那

歴

遊

詩

略

大
同
よ
り
蹄
っ
た
の
が
入
月
品
川
一
日
、
超
b
て
二
日
、

九
月
三
日
に
は
北
京
に
最
後
の
別
を
告
げ
、
長
安
に
向
ふ
。

営
時
折
悪
し
〈
京
漢
線
不
通
の
渇
め
、
再
び
天
津
に
出
で
、

法
洲
に
下
車
、
此
に
臨
海
線
に
乗
換
b
、
先
づ
開
封
に
至

る
o
五
日
開
封
着
。
開
封
は
宋
の
故
都
、
河
南
省
城
で
め

り
、
市
街
は
繁
華
に
し
て
道
路
も
宜
し
〈
、
人
馬
馬
車
自

由
に
疾
駆
さ
せ
る
こ
ご
が
出
来
る
o
此
地
に
め
つ
て
は
、

栄
一
代
商
よ
り
移
住
し
来
っ
た
猶
太
人
の
部
落
ご
も
構
す
べ

き
敷
経
胡
同
を
尋
ね
た
が
、
昔
時
約
太
敬
寺
院
が
め
っ
た

さ
い
ふ
祉
は
今
は
汚
水
の
溜
ざ
な
り
、
明
の
正
徳
七
年
に

立
て
た
等
宗
道
徳
寺
記
及
び
弘
治
二
年
の
重
修
清
箕
寺
記

の
碑
耐
昨
日
綱
ト
同
切
一
答
も
今
は
移
さ
れ
て
同
地
天
主
数
々

曾
の
境
内
に
あ
る
o
其
記
す
所
に
よ
る
ご
、
南
宋
の
孝
宗

隆
興
一
克
年
、
列
微
五
思
達
な
る
も
の
が
始
め
て
主
寺
を
立

て
、
至
元
十
六
年
重
ね
て
大
剥
清
異
寺
を
造
り
、
明
の
永

幾
十
九
年
重
修
、
同
二
十
一
年
越
姓
を
賜
は
り
、
同
じ
く

正
徳
七
年
に
も
重
ね
て
寺
を
建
て
、
議
経
一
部
を
箭
て
ニ

第

二

披

一一
O
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二
八
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門
一
肢
を
立
て
、
又
稗
亭
を
作
っ
た
ご
い
ふ
o
備
は
開
封

で
は
繁
塔
寺
ゃ
、
相
闘
寺
ゃ
、
宋
の
故
宮
の
跡
を
も
見
た
。

繁
塔
寺
は
五
代
の
末
、
用
の
願
徳
年
聞
に
造
ら
れ
た
天
清

寺
跡
E
、
唯
搭
の
み
の
残
っ
た
も
の
に
ご
い
ふ
o
塔
は
五

居
、
高
約
五
丈
、
第
三
層
に
宝
る
迄
は
周
国
十
丈
俳
め
b

ごい
V
3
が
、
其
上
の
部
分
は
念
に
小
く
な
り
、
甚

r不
恰

好
の
も
の
で
あ
る
o
お
内
に
は
宋
の
大
卒
興
園
二
年
越
安

仁
の
書
せ
る
金
剛
絞
、
般
若
心
経
、
十
善
業
道
経
要
略
、

天
清
間
経
等
の
経
石
を
壁
聞
に
駿
入
し
で
あ
る
o
相
凶
寺

は
北
持
の
天
保
六
年
の
期
廷
で
、
始
め
建
問
ご
い
つ
北
の

を
府
の
容
宗
相
図
寺
ご
な
し
・
米
の
主
選
二
年
に
重
越
し

た
ご
い
V

ふ
古
利
で
ゐ
る
が
、
今
庶
代
泣
物
の
見
る
ぺ
き
も

の
は
な
い
o
寺
内
は
宛
も
滋
草
槻
昔
の
如
き
も
の
で
め
る

が
、
米
代
、
航
仁
毎
月
五
吹
開
放
高
姓
交
易
す
ご
あ
れ
ば
、

立
（
由
っ
て
来
る
所
亦
久
し
い
も
の
ご
忠
は
れ
る
o

九
月
六
日
午
後
開
封
費
七
日
観
音
堂
着
。
入
日
観
一
音
堂

費
十
四
日
商
交
荷
。
両
支
は
い
ふ
迄
も
な
く
版
の
都
で
、



嘗
時
は
東
西
十
八
里
、
南
北
十
五
里
、
周
六
十
七
里
あ
っ

た
さ
い
ふ
が
、
今
は
僅
か
に
英
三
分
の
一
を
存
す
る
の
み

で
あ
る
。
今
の
城
は
唐
の
昭
宗
天
祐
一
克
年
新
た
に
築

t
所

で
、
昔
の
長
安
市
街
は
遠
く
郊
外
敷
里
の
外
に
亘
る
o
我

邦
平
安
朝
の
始
、
弘
法
や
慈
箆
、
智
誇
等
の
密
敬
を
串
ん

だ
青
龍
寺
や
、
弘
法
の
悉
曇
を
皐
び
、
慈
瑳

ω止
観
を
習

ひ
、
乃
至
震
仙
の
共
に
心
地
観
粧
を
詳
し
た
般
若
の
即
’
成

寺
ゃ
、
綿
花
岡
載
が
宜
宗
阜
帝
の
敢
に
よ
っ
て
住
せ
し
め

ら
れ
た
西
明
寺
等
の
如
き
は
、
一
営
に
支
那
に
於
り
る
名
利

、
で
あ
る
の
み
な
ら
歩
、
又
我
邦
怖
敢
に
取
っ
て
も
最
も
困

線
の
深
い
寺
院
で
あ
る
が
、
今
や
溺
然
ご
し
て
宰
し
く
‘

芸
遺
祉
す
ら
も
之
を
等
ぬ
る
ぞ
得
な
い
の
で
あ
る
。

官
時
の
名
刺
で
今
僅
か
に
某
形
の
存
し
て
居
る
の
は
、

唯
慈
恩
寺
ご
薦
一
施
寺
ご
興
善
寺
ご
の
三
ヅ
位
で
あ
る
o
慈

恩
寺
ご
は
貞
概
二
十
二
年
高
宗
の
春
宮
に
な
っ
た
時
作
ら

れ
た
所
で
、
彼
有
名
な
玄
提
三
臓
が
印
度
か
ら
回
来
る
や
、

其
帰
来
す
る
所
の
仰
保
経
論
は
、
九
部
の
柴
を
奏
し
、
総

雑

第

三

谷

3審

支
那
歴
遊
詑
略

車
千
五
百
隔
を
以
て
此
に
迎
入
れ
ら
れ
、
支
奨
亦
久
し
く

此
に
み
っ
て
郁
誇
に
従
事
し
た
大
利
で
あ
る
c
支
柴
の
滅

後
も
此
寺
院
は
唯
識
法
相
の
中
心
道
場
た
る
の
脱
が
め
っ

た
。
回
陥
雑
避
に
は
「
凡
十
鈴
院
、
惣
一
千
人
百
九
十
七

問
、
勅
度
三
百
惜
し
ご
め
り
、
一
え
進
国
日
坊
の
宇
以
東
を
占
め

に
ご
い
ふ
を
以
て
も
其
祉
大
な
る
を
知
る
べ
き
で
め
る
。

向
ほ
此
寺
院

ω附
近
じ
は
曲
、
江
な
る
も
の
が
ゐ
り
、
長
安

闘
志
に
よ
る
ご
「
曲
江
池
．
本
秦
時
限
州
、
庶
開
元
中
疏

選
議
勝
降
、
南
即
紫
雲
桜
、
芙
蒋
閥
、
西
即
杏
圏
、
慈
恩

寺
、
花
井
町
環
、
姻
水
明
娼
、
都
人
遊
賞
」
ご
い
ひ
．
玄

山
市
皇
帝
は
毎
年
此
－
h
一
長
を
臣
僚
に
賜
ひ
も
又
進
士
の
及
第

者
に
も
賀
川
長
ど
聞
か
れ
、
進
士
は
宴
柊
っ
て
後
慈
恩
寺
に

主
り
其
名
を
臆
塔
に
題
し
た
ご
い
ふ
o
然
る
に
今
や
「
其

深
慮
ぷ
見
底
」
ご
い
ふ
曲
江
も
溝

ω加
く
僅
か
に
其
跡
を

存
す
る
の
み
で
、
紫
芸
楼
や
芙
蓉
闘
は
言
ふ
を
侠
た
す
、
十

鈴
院
の
大
伽
藍
も
悉
く
荒
唐
し
て
田
野
さ
な
り
、
今
日
見

る
所
は
何
れ
も
前
清
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
め
る
o

第
二
時
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ハ
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の
も
の

t
、
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
主
（
臆
塔
の
み
は

（
勿
論
近
〈
は
康
照
年
聞
の
修
補
を
も
経
て
居
る
が
）
賞
に

唐
代
の
遺
物
で
め
る
o
塔
は
十
五
穀
高
三
百
尺
、
景
龍
年

間
宮
人
の
喜
拾
遺
接
す
る
所
で
あ
る
o
A
1
は
上
二
層
を
敏

き
、
頂
上
よ
り
底
部
に
至
る
迄
中
央
一
直
線
に
亀
裂
を
生

む
、
甚
だ
奇
験
の
般
態
に
め
る
〉
の
は
買
に
惜
し
む
べ
き

で
あ
る
。
向
ほ
此
境
内
に
は
石
側
坐
像
三
舎
の
高
各
四
尺

許
の
も
の
に
し
て
、
明
か
に
唐
代
の
作
に
係
る
ご
思
は
る

、
の
が
、
．
露
天
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
o
是
れ
は
先
年
革
命
の

飢
の
時
に
殿
堂
側
像
を
破
接
投
損
し
た
が
矯
め
で
あ
る
ご

い
ふ
o
恐
ら
〈
是
れ
も
久
し
か
ら
十
し
て
何
虞
へ
か
持
運

ば
る
〉
こ

Z
で
ゐ
ら
う
υ
向
ほ
我
邦
人
に
は
彼
「
太
秦
阿
武

敬
流
行
中
闘
碑
」
の
所
在
地
を
以
て
知
ら
れ
て
居
る
品
川
勝

寺
（
隔
に
は
融
制
度
寺
ご
い

ο、
唐
に
は
崇
草
寺
ご
い
ふ
）

は
、
僅
か
に
英
門
の
一
部
を
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
是
れ

も
決
し
て
古
代
の
も
の
で
は
な
い
、
而
し
て
彼
碑
は
今
や

移
さ
れ
て
長
支
碑
林
内
に
め
る
o
英
外
長
安
市
内
に
は
賀

第

三

谷

雑

甘

詩

文

那

出

周

遊

話

略

慶
寺
一
な
る
も
の
が
め
る
o
是
れ
は
防
の
仁
詩
年
間
に
創
建

せ
ら
和
、
唐
の
文
宗
蛤
捌
観
音
の
像
に
戚
じ
‘
五
色

ω
搭

を
建
て
た
ご
い
ふ
o
現
時
・
存
す
る
寺
の
建
築
は
見
る
に
足

も
向
、
市
し
て
今
其
一
部
は
小
皐
校
ご
な
り
、
一
部
は
警

察
ご
な
っ
て
居
る
o
が
茶
塔
は
五
色
で
は
な
い
が
明
か
に

唐
代
の
も
の
で
、
其
問
聞
に
は
多
く
の
備
寵
を
作
っ
て
ゐ

る
o

Z
（
製
作
極
め
て
精
巧
で
あ
り
、
唐
代
偶
像
の
代
表
的

の
も
の
ご
し
て
差
支
な
い
。
唯
其
中
央
一
議
に
宛
も
、
西

洋
の
ア
ポ
ロ
の
宇
身
像
の
如
き
も
り
旨
僚
人
し
ゐ
る
の

は
、
余
輩
の
最
も
奇
怪
ざ
す
る
所
で
あ
る
円
土
人
の
い
ふ
所

に
よ
れ
ば
塔
の
製
作
官
時
よ
り
慨
に
あ
る
所
ご
な
す
が
、

果
し
て
然
る
か
否
。
是
れ
は
決
し
て
支
那
人
の
作
ご
は
忠

は
れ
品
、
而
も
又
嘘
陀
羅
悌
像
で
も
な
い
。

長
安
の
神
林
は
域
の
西
端
に
ゐ
hJ
‘
店
碑
の
一
大
苑
叢

で
め
る
c
特
に
某
開
成
二
年
の
石
維
は
某
十
二
経
（
十
三

経
の
中
孟
子
を
除
く
、
孟
子
は
今
存
す
る
が
、
清
朝
に
な

っ
て
か
ら
賀
漢
復
な
る
も
の
〉
集
宇
し
作
る
所
で
め
る
、
）

第

二

扱

一
一
一
ニ
（
二
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第

三

谷

岨
開
基
支
那
一
歴
治
記
略

の
比
較
的
古
代
に
成
り
又
其
完
備
し
た
る
貼
に
於
て
現
存

す
る
儒
書
石
経
中
唯
一
無
ニ
の
も

ωで
め
る
勺
砕
石
は
問
、

段
損
す
る
所
も
め
る
が
、
北
一
段
損
の
部
分
は
仰
石
イ
」
相
劃

す
る
壁
間
に
新
記
に
石
に
刻
し
翫
人
し
て
ゐ
る
、
勿
論
是

れ
は
明
代
西
支

ω王
発
典
等
の
な
す
所
ご
い
ふ
o
此
石
艇

が
此
庭
に
牧
め
ら
る
〉
に
至
っ
た
紘
起
は
、
元
一
服
五
年
契

持
な
る
も
の
、
「
京
兆
府
々
串
新
移
石
粧
記
」
に
詳
か
で
あ

る
C

そ
れ
に
よ
る
さ
京
兆
闇
闘
の
開
府
の
国
子
監
が
め
り
、

石
艦
は
元
吉
此
に
め
っ
た
の
で
み
る
o
所
が

天
一
応
中
川
町
窓
築
新
城
、
而
大
経
石
委
本
来
千
野
、
至
米
梁
時
刻
郭
守
長

安
、
中
桐
幕
支
晋
ノ
玉
羽
哨
者
・
白
川
山
町
詩
鼓
入
城
‘
部
・
万
備
岐
寧
之
侵
軟
．
前

此
非
念
務
‘
玉
務
総
之
日
、
一

E
勝
兵
臨
城
、
呼
品
川
矢
石
、
亦
一
足
以
助

峨
骨
川
底
、
剥
然
之
、
乃
選
託
子
此
、
郎
店
向
金
目
省
之
西
隅
也
、

が
土
地
卑
滋
の
矯
め
随
っ
て
立
つ
れ
ば
随
っ
て
倒
れ
、
奈

何
ご
も
す
る
こ
ご
が
出
来
な
か
っ
た
o
で
北
宋
の
末
呂
大

忠
が
地
を
卒
に
し
家
を
遣
b
、
一
克
祐
二
年
に
落
成
し
た
の

が
即
も
今
の
碑
林
の
出
来
た
始
め
で
め
る
、
そ
れ
か
ら
明

の
成
化
、
’
高
暦
、
清
の
康
照
等
の
修
治
を
経
、
更
ら
に
乾

第

二

貌

〈
二
九
O
U

一
一
回

隆
年
間
畢
況
の
改
築
し
た
も
の
で
め
る
o
で
其
仰
石
の
段

損
し
た
の
は
主
ご
し
て
天
満
か
ら
元
結
に
至
予
約
百
入
十

年
の
聞
の
こ
ご
で
み
る
O

（
勿
論
明
の
嘉
靖
年
間
に
も
地
震

の
滞
め
石
経
倒
損
し
た
ご
い
ふ
）
o
一
々
の
併
の
高
は
七
入

尺
、
其
文
字
の
め
る
所
は
六
尺
七
寸
五
分
、
幅
三
尺
、
厚

約
一
尺
で
、
仰
而
は
横
に
八
段
に
一
分
ち
、
各
段
三
十
四
行
、

行
十
字
‘
仰
の
両
面
同
じ
〈
之
を
刻
さ
る
o
川
一
英
順
序
は

一
石
の
表
面
の
終
か
ら
次
石
の
表
面
に
椋
き
、
斯
の
刻
〈

に
し
て
一
列
に
献
立
せ
る
最
後
の
表
面
が
経
っ
て
、
次
に

裏
面
に
積
き
も
又
一
石
よ
り
次
第
に
第
二
第
三
石
に
辿
る

の
で
め
る
。
其
刻
す
る
所
の
九
経
並
び
に
孝
結
論
語
、
爾

雅
、
宇
様
等
都
計
六
十
五
高
二
千
五
十
二
宇
中
』
い
ふ
o

九
月
廿
月
長
支
を
出
で
未
央
宮
の
祉
を
等
ぬ
も
成
陽
を

歴
て
庇
の
昭
陵
（
太
宗
の
墳
墓
）
に
至
ら
ん
さ
し
、
同
日
下

午
成
陽
に
着
い
た
所
が
、
連
H
の
雨
に
よ
っ
て
消
水
氾
濫

し
て
渡
る
こ
ご
を
得
な
い
、
で
己
む
を
符
A
Y
茸
一
日
は
三
橋

銭
に
宿
し
、
m
一
点
目
長
去
に
引
蹄
し
た
o
昭
陵
に
宝
る
を
得
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第

一

一

一

巻

雑

築

支

那

歴

遊

詑

略

の
大
和
十
七
年
都

d
d

三
此
に
濯
し

τよ
り
、
法
致
劇
か
戸
川
盛

ざ
な
り
‘
「
招
提
櫛
比
賢
明
間
－
維
、
片
手
潟
天
上
之
姿
、
競

摸
山
中
之
彩
、
金
利
奥
按
壷
比
ム
品
、
康
殿
共
阿
房
等
湛
」

（
洛
陽
伽
草
記
容
上
）
ご
も
レ
は
れ
、
寺
は
一
千
三
百
六
十

七
所
ご
も
稗
せ
ら
れ
、
賞
じ
峰
大
り
極
に
達
し
た
の
で
あ

る
o
特
に
某
永
寧
寺
の
如
き
は
西
城
天
助
一
未
に
有
ら

5
る

所
、
飾
寺
は
精
妙
不
可
思
議
、
主
（
九
暦
の
浮
踏
は
京
師
を
去

る
こ
さ
百
里
に
し
て
肢
に
之
官
見
る
を
符
に
ご
も
い
ふ
。

然
る
に
永
鴎
年
関
税
東
西
に
一
分
れ
、
品
中
前
郡
tf
都
に
い
逃
し

て
か
ら
は
、
諸
寺
僧
尼
も
亦
陥
っ
て
彼
に
徒
り
、
爾
来
十

有
四
年
の
後
、
武
定
五
年
楊
街
之
の
彼
に
行
っ
た
時
に
は

慨
に
「
城
廓
崩
段
宮
室
傾
殺
、
寺
観
双
焼
．
務
丘
櫨
培
、
被

古
文
巷
、
羅
剤
腺
野
、
脱
出
火
於
荒
階
、
山
品
川
県
於
一
括
樹
」
ご

い
ふ
憐
れ
な
航
態
ご
な
っ
た
。
洛
陽
の
伽
殺
も
亦
貰
は
草

花
一
朝
の
夢
じ
遇
一
ぎ
な
か
っ
た
の
で
め
る
o
が
併
し
官
時

前
ほ
四
百
有
除
の
寺
院
も
ゐ
り
、
府
の
之
を
以
て
東
部
ご

な
し
て
か
ら
も
、
多
少
の
逃
倍
す
る
所
が
め
っ
た
ら
う
ご

第

二

獄

↓
一
六
ハ
ニ
九
二
〉

思
ふ
o
が
ん
寸
や
城
内
に
は
殆
ん
ざ
一
寺
の
見
る
べ
き
も
の

の
な
い
の
は
、
質
に
慨
嘆
に
堪
ね
な
い
・
次
第
で
あ
る
o
市

の
北
端
に
は
嘗
て
宋
の
太
加
の
居
た
ご
い
ふ
迎
恩
寺
な
る

も
の
が
る
る
が
、
是
れ
は
明
の
高
熔
年
間
的
創
建
に
係
る

も
の
で
あ
る
o

治
陽
東
開
外
に
千
群
庵
存
古
閑
な
る
も
の
が
あ
る
、
是

れ
は
同
光
年
中
馬
恕
な
る
も
の
〉
造
る
所
で
あ
る
が
、
此

に
は
漢
仰
を
始
め
歴
朝
の
柳
硝
を
集
め
て
あ
り
、
特
に
唐

の
石
憧
や
墓
誌
類
は
頗
る
多
〈
盛
考
に
資
す
る
に
足
る
。

千
群
庵
ご
相
拠
到
し
街
道
を
隔
て
、
河
市
府
の
中
皐
堂
が
め

る
、
是
れ
は
貰
誼
の
嗣
で
あ
っ
て
．
今
何
ほ
某
像
を
識
す

る
、
北
京
に
於
て
も
嘗
て
文
天
群
の
洞
が
小
串
枝
ご
な

h
、

其
保
の
ゐ
る
所
は
物
慌
ご
な
っ
て
居
た
の
J
M
L

見
た
が
、
頁

一
公
の
保
も
殆
ん
ピ
之
ご
其
運
命
を
同
じ
〈
す
る
の
は
、
賞

に
支
那
国
民
教
育

ω謁
め
に
消
一
憾
の
こ
ご
、
い
は
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
o

十
月
二
日
消
防
を
出
で
、
能
門
に
至
る
。
出
門
は
洛
陽



の
南
二
十
畑
一
に
め
り
、
大
同
に
次
y
J
一
わ
怖
を
以
て
天
下
に

鳴
る
名
所
で
あ
る
。
昔
再
の
水
を
疏
し
て
、
通
じ
た
い
さ
い

ふ
所
で
、
一
向
山
相
劃
峠
し
、
伊
水
其
聞
を
流
る
、
仁
よ
っ

て
又
之
を
伊
関
ご
い
ふ
o
其
東
を
香
山
ご
稗
し
、
龍
門
は

即
も
葉
西
で
め
る
円
香
山
の
備
金
摘
は
英
数
能
門
に
及
ば
歩
、

父
皆
府
代
に
成
る
も
の
で
あ
る
o
龍
門
の
例
議
は
立
一
数
一

千
百
倹
ご
い
ひ
、
主
（
伽
像
は
一
高
数
千
ご
い
ふ
o
元
ど
是

れ
北
魂
山
都
を
消
防
じ
遷
し
て
よ
り
、
大
同
に
紡
ひ
諮
る

所
で
、
其
最
も
初
に
開
撃
さ
れ
た
の
は
古
川
附
洞
の
石
窟
寺

で
、
人
1

之
を
老
お
洞
ご
解
す
る
o
是
れ
は
太
和
十
九
年
即

も
遜
都
の
翠
々
年
に
彫
遺
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
之
に
次

ぐ
も
の
は
資
防
洞
で
、
奮
嬢
一
般
寺
ご
い
ふ
‘
即
も
大
同
雲

岡
の
川
財
閥
墜
す
に
情
ふ
た
の
で
め
る
o
此
桜
厳
守
は
魂
の
宣

武
帝
の
高
刷
文
昭
皇
太
后
の
遁
一
臓
の
潟
め
諮
ら
［
め
ら
れ

た
の
で
め
る
が
、
古
協
調
は
民
間
私
に
聞
い
た
も

ω
、
ゃ

う
で
あ
る
o
某
後
星
霜
を
経
る
に
従
ひ
次
第
に
開
態
せ
ら

れ
、
後
に
は
或
は
龍
門
人
寺
古
い
ひ
、
戒
は
能
門
十
寺
ご

力5

f~き

成品
a,IE 

築
中
文
那
歴
遊
刊
略

も
稀
す
る
、
が
格
陽
伽
藍
記
に
は
「
京
南
関
口
有
名
石
窟

寺
葱
巌
寺
」
ご
め
る
か
ら
、
魂

ω武
定
年
間
に
は
向
ほ
此

ニ
寺
し
か
な
か
っ
た
も
の
ご
忠
は
れ
る
o
伺
唐
の
時
代
に

至
つ
て
は
香
山
．
奉
先
の
二
寺
が
最
も
著
は
れ
て
居
た
も

の
ミ
ゃ
う
で
あ
る
所
を
以
て
見
る
ご
、
此
両
市
守
は
唐
代
に

出
来
、
そ
れ
迄
に
は
他
の
入
寺
（
十
守
中
の
）
は
既
に
衰
微

し
て
居
た
も
の
ご
も
思
れ
る
o
今
日
に
め
つ
て
は
龍
門
で

は
暁
潜
渓
守
却
も
昔
の
震
議
寺
め
る
の
み
で
め
り
、
芥
山

で
は
香
山
寺
さ
看
粧
品
寸
な
る
も
の
ご
が
め
る
o
が
何
れ
も

其
建
築
は
後
世
の
も
の
で
、
除
。
見
る
に
足
る
も
の
は
な

い。伊
関
偽
ム
誌
に
は
大
抵
文
字
を
刻
し
て
め
る
、
是
れ
は
大

同
さ
大
に
其
趣
合
異
に
す
る
結
で
め
る
o
其
長
い
の
は
香

山
の
混
繋
縦
、
薬
方
制
の
薬
方
の
如
き
で
、
之
を
中
に
し

て
は
龍
門
奉
先
寺
跡
の
大
成
合
那
備
詣
記
や
古
陽
洞
の
太

和
七
年
色
子
像
記

ω如
き
が
ゐ
り
、
其
最
も
短
い
の
に
至

つ
て
は
、
何
年
何
月
誰
某
何
例
傑
一
一
娠
を
諮
る
さ
い
ふ
が

第

二

披

一
一
七

ハ
ニ
九
三
〉



第

三

巻

’

雑

纂

支

那

歴

遊

託

略

如
、
き
で
め
る
o
坊
間
で
は
普
通
能
門
二
十
品
ご
か
、
五
十

口
問
ご
か
、
持
た
五
百
口
叩
さ
稿
す
る
が
、
是
れ
は
同
よ
り
其

全
部
ケ
悉
く
す
も
の
で
は
な
い
c
元
来
此
等
諸
山
は
丹
陀

山
口
附
高
く
宰
に
笠
h
、
之
を
柴
づ
る
に
も
殆
ど
」
其
訟
が
な

い
。
拓
工
は
支
那
靴
ぞ
穿
っ
て
迂
徐
曲
折
、
巧
に
其
聞
を

整
り
去
る
が
、
そ
れ
で
も
主
る
所
は
比
較
的
地
を
去
る
遠

か
ら
ぜ
て
o
E域
に
、
過
ぎ
な
い
、
其
組
問
一
に
歪
つ
て
は
何
人

も
踊
査
を
許
さ
な
い
o
英
造
像
銘
の
慨
に
著
鍛
せ
ら
る
、
お

も
の
、
多
き
は
千
四
百
像
通
、
而
も
未
に
英
資
臓
を
暮
す

能
は

F
る
も
の
で
め
る
さ
い
ふ
、
以
て
加
何
に
其
多
敢
な

か
い
知
り
得
ら
る
〉
で
め
ら
う
っ
今
之
を
大
観
す
れ
ば
其

中
貌
遣
の
も
の
は
十
の
三
、
成
法
の
も
の
は
す
の
七
、
中

に
は
高
科
一
刻
す
る
所
も
め
る
が
、
陥
刻
は
僅
か
に
四
五
過

に
過
ぎ
な
い
o
乃
も
伊
附
例
奮
は
魂
の
之
を
始
め
た
も
の

で
は
め
る
が
、
業
多
数
は
白
川
代
に
成
れ
る
も
の
た
る
こ
ご

は
疑
な
い
o
而
し
て
陥
代
に
ば
彫
像
の
風
、
一
作
称
の
間
に

街
ほ
椛
一
で
め
っ
た
が
、
洛
陽
附
近
で
は
僻
り
行
は
れ
な
か

T

，
A

一
白
川

eM

－B
H
E
 

一
一
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ハ
二
九
問
〉

っ
た
こ
さ
も
判
る
o

刊
悶
弗
誌
か
た
工
九
も
り
ま
長
訪
問
ご
古
H
M
同
ご
を
以

q
l
f
l
r

，4B
4
2
8
f
L
W
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／
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4

て
最
ご
す
る
、
是
等
は
其
洞
ご
備
保
の
大
な
る
に
於
て
大

同
に
敵
す
る
も
の
で
め
る
o
而
し
て
此
両
者
は
今
に
至
る

迄
制
合
に
能
く
保
存
せ
れ
て
居
ゐ
、
が
資
協
澗
の
潜
渓
寺

は
A
ー
や
丘
〈
砦
ご
な
り
、
世
界
の
珍
資
ご
も
都
す
べ
き
例
議

は
或
は
無
知
な
る
兵
士

ω起
臥
す
る
所
ご
な
り
或
は
其
炊

事
坊
ご
な

h
、
大
仰
の
腰
の
法
り
に
は
、
或
は
帯
剣
や
或

は
銃
鎗
を
釣
下
げ
、
主
、
胸

ω迭
に
は
或
は
古
ば
り
た
靴
足

袋
や
或
は
兵
服
な
掛
り
居
る
如
き
情
態
で
、
来
し
て
能
く

今
後
完
全
に
保
存
せ
ら
る
冶
や
否
疑
は
し
レ
も
の
で
ゐ

る
o
其
他
の
小
企
凶
に
主
つ
て
は
、
北
（
倣
係
の
肢
に
取
去
ら

れ
て
寝
殿
ご
な
る
も
の
、
若
く
は
顔
面
手
足
の
段
損
せ
ら

＆－
 

れ
見
る
に
堪

b
F
る
も
り
、
十
の
七
入
、
買
に
茄
恨
至
極

の
こ
ど
で
め
る
O

一
地
門
の
側
像
は
前
に
述
ぺ
た
加
〈
、
北
貌
か
ら
府
に
至

る
閉
じ
成
れ
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
回
よ
り
一
様
に
之
を
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負1

巻

Jg 

支
那
一
股
挽
託
略

占
何
千

年
内
仁
は
府

ω
大
中
入
牛
怜
勝
随
経
尼
経
障
の
字
体
甚

r

美
な
る
も
の
が
一
基
め
る
o
石
窟
の
遺
像
は
略
資
陽
洞

ω

ぞ
れ
ご
形
式
彫
法
共
に
同
じ
レ
。

白
川
内
寺
は
治
防
郊
外
仁
め
り
、
本
ご
後
漢
附
帝
の
遺
る

所
、
帝
の
西
日
収
に
経
傑
を
求
め
た
時
、
白
応
之
を
負
ひ
来

る
に
よ
っ
て
斯
く
名
づ
け
に
’
』
ご
は
人
の
普
く
知
る
所
で

あ
る
o
寺
の
崎
内
八
景
の
一
ご
し
て
、
摩
騰
の
慕
な
る
も

の
も
車
げ
て
ゐ
る
が
、
立
（
何
慮
じ
み
る
か
之
を
寺
僧
に
聞

い
た
が
、
矢
張
り
判
ら
な
か
っ
た
o
伽
藍
記
に
時
に
光
明

を
股
っ
て
常
宇
ケ
照
ら

L
た
ご
い
ふ
与
上
の
経
函
な
る
も

の
も
今
果
し
て
何
躍
に
か
ゐ
る
0

・
守
の
束
、
田
野
の
問
、

十
三
般
の
浮
闘
が
め
る
が
、
是
れ
は
遼
の
時
建
つ
る
所
で
、

其
形
民
安
腐
一
施
寺
の
小
肱
塔
に
似
て
居
る
、
恐
ら
く
是
れ

は
彼
を
模
し
た
の
で
あ
ら
う
。

十
月
六
日
治
陽
整
鄭
州
下
車
、
此
に
開
元
寺
、
清
異
寺

を
見
、
＋
但
ち
仁
漢
口
に
向
ふ
Q

浅
口
に
ゐ
つ
て
は
月
湖
を

渡
り
、
伯
牙
の
禁
・
を
鼓
し
た
ご
い
ふ
琴
憂
を
見
、
邸
一
冗
与

第

二

批

ハ
二
九
六
）

仁
詣
ゐ
o
寺
は
輪
集
甚
だ
美
に
し
て
、
内
に
は
五
百
羅
漢

の
像
も
め
る
が
、
俗
悪
見
る
に
足
ら
な
い
o
寺
を
出
て
、

寅
鶴
棲
に
至
る
、
楼
は
長
髪
賊
の
認
め
に
燃
か
れ
、
黄
鶴

さ
共
に
棲
も
亦
思
し
く
、
除
す
所
は
惟
業
後
に
建
っ
た
煉

克
の
俗
悪
な
る
建
築
の
み
で
ゐ
る
o
楼
西
に
石
鋭
亭
な
る

も
の
ゐ
り
、
西
戴
式
の
石
塔
で
、
夕
陽
倒
に
射
れ
ば
畑
然

光
を
援
す
さ
い
ふ
o

全
七
日
夜
漢
日
後
九
日
南
京
着
。
南
京
城
内
に
於
げ
る

明
の
故
宮
も
今
は
阪
に
授
た
れ
、
恥
礎
石
の
存
す
る
の
み

で
あ
る
o
此
に
は
現
時
古
物
隙
列
携
な
る
も
の
設
り
ら
れ
、

明
代

ω古
物
を
蒐
集
す
、
彼
方
正
向
学
が
照
王
に
屈
せ
争
遂

に
其
最
後
の
血
を
流
し
た
時
、
其
血

ω侵
潤
し
た
も
の
ご

い
ふ
血
跡
石
も
今
は
此
れ
に
牧
め
ら
れ
て
居
る
o
明
の
孝

陵
は
郊
外
、
鐘
山
り
箆
に
め
り
、
形
勝
の
地
で
は
め
る
が
、

之
を
南
口
の
明
陵
に
比
す
れ
ば
、
備
ほ
甚
に
矩
恥
快
の
小
な

る
を
兎
れ
ぬ
o
南
京
立
R
院
は
現
時
支
雌
じ
存
J
V
る
此
類

唯
一
の
泣
物
で
め
ら
う
o
北
以

ωは
い
叫
に
取
扱
た
れ
て
跡



な
く
、
長
安

ω

は
僅
か
に
中
央

の
明
遠
桜
が
存

す
る
の
み
で
、

其
他

ω
一
部
は

買
院
の
煉
克
を

利
用
し
て
建
て
一

に
貧
民
授
産
場
一

ど
な
っ
て
居
一

る
o
南
京
の
貫
一

院
は
先
年
李
時
一

家
の
之
を
修
繕
一

し
て
か
ら
、

A
1

は
頗
る
荒
廃
し

て
居
る
が
備
ほ

注
（
全
景
を
窺
ふ

こ
ご
が
出
来
る

第

一

二

袋

雑

纂

支

郁

暦

、

遊

花

略

一
度
中
央
の
別
法
機
に
上
っ
て
之
を
見
れ
ば
‘
左
右
の
両

側
に
は
棟
割
長
屋
の
如
く
、
叉
貧
民
話
に
似
た
る
～
細
長
い

棟
が
幾
列
に
も
井
行
し
て
建
て
ら
れ
、
受
検
者
は
各
其
中

の
一
家
一
に
入
れ
ら
る
冶
の
で
め
る
、
其
一
室
の
大
は
三
尺

四
方
に
高
五
尺
計
で
あ
る
o
試
験
官
は
其
中
央
ご
壊
の
四

隅
に
笠
ゆ
る
高
楼
に
ゐ
っ
て
之
を
監
督
す
る
の
だ
ご
い

ふ
。
又
携
の
一
方
に
は
試
験
官
の
入
る
べ
き
幾
棟
か
の
家

屋
が
め
る
o
受
験
者
の
入
る
べ
き
棟
は
千
字
文
の
番
披
を

附
せ
ら
れ
、
業
教
は
総
べ

τ
一
高
乃
宝
一
高
五
千
ご
い
は

抑
匂
〉

0

・

備
は
南
京
に
あ
っ
て
は
其
域
外
四
十
県
な
る
踊
山
の
棲

震
寺
に
就
い
て
一
言
し
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
棲
霞
寺

に
至
る
に
は
南
京
よ
り
上
海
行
の
汽
車
仁
乗
じ
、
約
一
時

間
に
し
て
弧
樹
村
に
蓮
し
、
此
に
下
一
車
す
る
を
以
て
最
も

便
利
ご
す
る
の
寺
は
騨
を
去
る
こ
ご
約
宇
皇
の
慮
に
め
る
Q

本
吉
是
れ
替
の
永
明
七
年
明
償
紹
の
宅
を
拾
し
、
法
度
締

師
の
寺
を
建
て
た
も
の
で
め
る
o
府
の
高
蹴
は
諜
名
を
功

第

二

政

（
二
九
七
〉



第

三

谷

雑

築

支

那

歴

遊

詑

略

徳
寺
と
改
め
、
高
宗
は
隠
者
棲
霞
寺
ご
な
し
、
武
宗
の
曾

昌
中
に
は
一
び
康
せ
ら
れ
た
が
、
宣
宗
の
大
中
五
年
改
め

て
妙
因
寺
ご
な
し
、
宋
の
大
卒
興
闘
五
年
に
は
普
雲
寺
ご

篇
し
‘
全
景
徳
五
年
に
は
棲
霞
澗
守
ご
し
、
元
の
元
一
肺
八

年
に
は
巌
困
崇
報
締
院
又
は
景
徳
棲
霞
寺
、
又
は
虎
穴
寺

も
い
ひ
、
明
の
洪
武
五
年
今
の
名
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
o

寺
の
後
庭
に
は
砦
石
至
る
所
に
突
起
し
、
頗
ろ
風
景
に
宮

み
、
宛
も
泰
山
を
小
に
し
た
も
の
ミ
ゃ
う
で
あ
る
、
昔
は

借
院
三
十
一
一
島
め
っ
た
さ
い
ふ
が
品
今
は
悉
く
・
底
れ
、
唯

一
小
院
を
存
す
る
の
み
で
め
る
o
境
内
の
千
悌
山
な
る
も

の
は
脊
の
茸
陵
文
宣
王
粛
子
良
（
武
・
怖
の
子
）
の
文
忠
太
子

珠
章
王
等
さ
共
に
刻
す
る
所
ご
綿
す
る
が
、
今
は
殆
ん
ど
」

全
部
段
韻
せ
ら
れ
、
之
に
代
切
る
に
俗
悪
な
る
泥
像
ケ
以

て
し

t
あ
る
。
備
ほ
此
に
は
明
借
紹
の
作
っ
た
三
曾
石
像

の
、
中
骨
高
四
丈
、
左
右
観
音
勢
宝
各
三
丈
の
も
の
や
、

全
じ
く
隙
代
の
作
、
引
接
二
仰
の
顔
貌
衣
織
の
顧
慌
之
の

筆
法
な
り
ご
稽
せ
ら
る
、
も
の
も
め
っ
た
ゃ
う
で
め
る
が

第
二
時
制

ハ
二
九
八
〉

ム
ー
は
説
れ
も
見
る
を
得
な
い
o
昨
・
陥
の
文
帝
の
遣
っ
た
五

級
の
合
利
石
塔

ωみ
が
寺
殿

ω後
方
に
残
っ
て
居
る
o
塔

は
入
面
に
し
て
‘
白
石
を
謄
し
て
造
る
所
。
中
央
に
は
四

天
王
の
像
伝
刻
L
、
上
に
は
天
女
の
飛
避
す
る
め
り
二
畳

石
に
近
き
庭
に
は
備
の
降
誕
よ

b
畑
町
擦
に
至
る
一
代
事
蹟

を
彫
す
、
彫
刻
精
巧
、
買
に
陪
代
遺
像
の
雑
品
ご
諦
す
る

も
差
支
な
い
o
彫
法
は
客
能
門
陽
賓
洞
等
の
入
口
に
存
す

る
詩
人
行
列
の
固
に
宵
た
る
が
、
…
股
石
の
如
、
さ
は
線
を
以

て
主
筆
力
を
期
は
す
こ
ご
、
宋
以
来
の
議
に
於
て
見
る
所

ご
同
じ
で
め
る
o
世
間
で
は
府
以
前
の
蓄
は
悉
〈
細
線
を

以
て
描
出
さ
れ
て
あ
る
如
く
思
は
れ
て
居
る
が
、
今
此
固

を
見
れ
ば
府
代
抗
に
此
の
如
、
さ
の
描
法

ω存
し
た
・
』
ご
が

判
る
o
で
是
れ
は
支
那
美
術
史
の
上
に
め
つ
で
も
質
に
吾

人
の
注
意
す
べ
き
一
製
作
で
め
る
ご
思
ふ
o

十
月
十
日
夜
南
京
畿
十
一
日
上
海
着
υ

午
後
蘇
州
に
至

り
寒
山
寺
、
西
悶
戒
麟
寺
、
割
問
等
を
見
、
十
二
日
上
海

費
十
六
旦
尽
都
に
右
す
。
今
回
の
行
は
出
張
前
の
議
定
に



後
〈
る
、
お
こ
さ
約
三
迎
H
に
幸
一
ん
ざ
し
た
の
で
、
己
む
を

得
歩
南
方
支
那
の
跡
覧
は
極
め
て
組
ご
な
り
、
特
仁
成
山
、

天
華
、
抗
州
、
寧
波
等
、
称
邦
悌
敬
ご
頗
る
密
接
な
聞
係

君

府

の

岡

山

ひ

出

豆

、

君

府

の

名

稽

天
下
の
王
城
ご
し
て
の
君
府
の
概
観
を
諸
君
の
眼
前
仁

展
開
し
た
め
ご
で
、
花
は
鼓
に
特
に
名
稲
の
上
か
ら
、
同

や
う
に
、
加
何
に
そ
れ
が
世
界
の
帝
都
ら
し
き
か
を
語
ウ

て
見
ゃ
う
o

今
の
コ
シ
ス
タ
シ
チ
ノ

1
プ
Y
の
主
要
部
は
、
諸
君
の

知
れ
る
如
く
、
名
づ
り
で
ス
タ
シ
プ

1
Y
Z
呼
ば
れ
て
居

る
o
こ
の
名
稀
が
果
し
て
何
に
由
来
す
る
か
は
頗
る
興
味

あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
廻
は
し
ご
し
て
‘
先
づ

古
き
名
瀞
ピ
ザ
ジ
チ
オ
ン
か
ら
設
か
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
υ

第

三

谷

烈t

築

刀
府
の
凶
山
ぴ
山
山

な
有
す
る
地
方
に
陸
郎
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
余
輩
の
最

も
遺
憾
ご
す
る
所
で
め
る
が
、
是
れ
は
叉
他
日
の
機
曾
を

侠
つ
’
』
ご
〉
す
る
O

文
皐
博
士

坂

口

Iヨ
エロ

ス
タ
シ
プ

1
Y
そ
れ
自
ら
は
姶
向
海
三
大
理
石
海
ご
の

士？
A
7古
口
λ

聞
に
於
て
牛
渡
海
峡
の
入
口
に
向
っ
て
東
方
に
突
出
し
た

一
仰
の
三
角
形
の
小
竿
品
で
ゐ
る
o
そ
の
尖
端
は
地
勢
や

＼
北
に
耐
り
て
セ
ラ
イ
岬
印
。
「
ロ
ニ
グ
一
三
ご
な
る
、
即
も

古
の
ポ
ス
プ
オ
η
ノ
ス
・
ア
ク
ラ
で
め
る
の
今
は
此
尖
端
の
内

面
に
於
り
る
が
岸
線
が
泥
沙
に
埋
も
れ
た
る
故
じ
ゃ
、
や

、
鈍
般
を
成
し
て
居
ゐ
が
、
さ
も
か
〈
こ
の
突
出
は
金
崎

濁
内
の
港
を
抱
い
て
、
古
今
を
通
じ
て
無
比
の
良
泊
を
し

つ
ら
へ
て
居
る
o
こ
の
鼻

ω
高
地
に
、
古
の
希
臓
人
が
ま

r来
住
し
な
か
っ
た
時
、
古
ト
ラ
キ
ヤ
旅
が
棲
み
て
自
己

第

二

披

、4
4
1
u

’u

，t
－Jノ
」
ノ
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